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１　研究主題

　　中学校国語教育における主体的・対話的で深い学び

２　研究仮説

　創造的に思考する力や態度の高まりを目指して，主体的・対話的で深い学びのある授業を展開すれば，一人

一人の「ことばの力」を高めることができ，より豊かな言語生活を自ら創造する生徒を育成することができる。

３　研究主題並びに研究仮説について

3.1　研究主題について

　本校では，平成 24 年度より「自らよりよい未来を創る生徒の育成」という研究主題の基，創造的に考える

活動である「手がかりを見いだす活動」，「考えを拡げる活動」，「よりよいものへまとめる活動」を授業に取

り入れて，創造的に考える力や創造的に考えようとする態度の育成を目指し，指導を行ってきた。

　これを基に，国語科では創造的に思考する活動である「ひらめく」活動，「ひろげる・ふかめる」活動，「ま

とめる」活動を単元や一単位時間の中に位置付けることによって一人一人の「ことばの力」を高め，「豊かな

言語生活を自ら創造する生徒の育成」を図ることにした。

　なお，本校国語科では「ことばの力」ならびに「豊かな言語生活」を以下のように捉えている。

　【ことばの力】

　言葉で表現したり理解したりするための基盤となる語彙力や言語感覚，また，それらと相互に作用しな

がら高まる表現力と理解力，さらに伝え合う力を総合した力。

　【豊かな言語生活】

○　多様にあふれる情報や情報の伝達手段に対応しながら，伝えたいことを適切に伝える力を発揮してい

る言語生活のこと。

○　言葉に込められた「意見・考え・思い」を理解したり，想像したりしながら，建設的に批判し合い，「こ

とばの力」を高め合う言語生活のこと。
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3.2　研究仮説について

　　ア　時代の要請から

　現代社会は VUCA（Volatile,Uncertain,Complec&Ambiguous）という言葉で表されるように，急激で予測

不能な変化をする世界になりつつあり，固定化された一つの絶対的な価値基準や判断基準によって，解

決すべき課題に対して正解を求めることができない社会になりつつある。

　このような社会状況においては，自分の考えをもつとともに，個々の能力を生かしながら他者と対話

したり，協働したりすることによって皆が納得するように課題の解決を図ることが必要となってくると

考える。

　現行の中学校国語の学習指導要領の教科の目標にも「国語を適切に表現し，理解する能力を育成し，

伝え合う力を高める」とあるように，国語科教育によってこれらの力を育み，他教科や社会生活の場に

おいて活用できるようにすることが求められている。本校国語科では，これまでも，生徒に「ことばの力」

を確実に身に付けさせるとともに，様々な場で活用させるための指導を行ってきた。主体的・対話的で

深い学びが新学習指導要領にうたわれているが，新しい取組によって大変革を行うのではなく，これま

で行ってきた指導を更に拡充・発展させることによって，生徒がこのような社会を生き抜いていく上で

必要となる「ことばの力」を高めていきたいと考える。

　　イ　これまでの研究の成果と課題から

　本校国語科では，「ことばの力」を高めるために，「吟味」「比較」「構造化」「対話」を重視した学習活

動の工夫を行っている。その中でも特に今後，社会生活を営む上で必要となる創造的に思考する力や態

度に有効に作用すると考えられる「比較」に焦点をあてて研究を行ってきた。具体的には，「比較」にお

ける学習目標や学習課題の工夫，「比較」における教材の工夫，「比較」における思考の広がりや深まり

を重視した指導の工夫等に取り組み，以下のような成果を得ることができた。

○　「比較」のための学習目標や学習課題の工夫を行うことによって，生徒が主体的に学習に取り組もう

とする態度が培われ，創造的な活動である「ひらめく活動」が活性化された。

○　「比較」のための教材の工夫に取り組むことによって，その教材の特徴やよさを明確に捉えさせるこ

とができるようになり，創造的な活動である「ひろげる・ふかめる活動」がこれまで以上に充実する

ようになった。

○　「比較」の過程の明確化に取り組むことによって，「比較」の方法や観点が明確になり，生徒の思考

の流れに沿った指導を行うことができた。また，生徒も以前よりも更に主体的に学習に取り組み，思

考を広げたり深めたりすることができるようになった。

○　「比較」を手立てとして授業に効果的に取り入れたことによって，創造的な活動がこれまでよりも活

性化したり充実したりした。そのことによって，課題解決に向けて生徒が協働して意見を構築する姿

が見られるなど，創造的に思考する力や態度が高まりつつある。

　　　一方で，依然として，次のような生徒の姿も見られる。

○　自分の意見に自信がもてないために，話し合いの際にそれぞれの考えや意見を積極的に発表せず，

他者の意見に安易に追随してしまう生徒がいる。
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○　自分の考えや意見の参考にするために，他者の考えや意見を自分の考えや意見と比べながら聞いた

り，意見が対立した場合に十分に話し合うことをせず安易に妥協したりしてしまう生徒もいる。

　そこで，「比較」を重視した学習活動を大切にしながら，生徒が考えを練り上げる過程において重要な

「対話」に焦点をあてて，授業改善に取り組むことにした。そうすることによって，「ひらめく活動」「ひ

ろげる・ふかめる活動」「まとめる活動」を更に活性化させ，創造的に思考する力や態度を高めることが

できるものと考える。

　　ウ　生徒の実態から

　「比較」を重視する授業改善を行ったことによって，生徒は課題に対する考えや意見を導き出す過程に

おいて，以前にも増して思考を広げたり深めたりすることができるようになった。例えば，「比較」によっ

て考えを練り上げる過程において，「この俳句にはこのような語句が使われているので他の句に比べて情

景が想像しやすい。」「この俳句は聴覚で捉えた作品であり，他の句とは違う。」など，「比較」することによっ

て，それまで気付かなかった多様な考えや意見を出し合うことができるようになった。しかし，その多

様な考えや意見を利用して，学習課題に対する自分の考えを構築することが苦手で，創造的に思考する

力や態度が十分高まっていない生徒もいる。そこで，「比較」によって広がったり深まったりした思考を

いかにしてまとめるかという「対話」を，活性化したり深化したりすることによって生徒の創造的に思

考する力や態度を更に高めたいと考えた。

４　研究の構想

4.1　本校国語科における「対話」とは

　本校国語科ではこれまで「自己内対話」と「他者との対話」を重視し，その効果的活用を意図して，授業

に取り入れてきた。

○　自己内対話

　知的好奇心の高まりである「内発的動機付け」によって生まれる「内なる問い」によって自分自身

に問いかけ，考えを練り上げる対話。

○　他者との対話

　　他者とかかわり合いながら，お互いの意見を出し合い，新たな考えを構築していくような対話。

　また，「比較」の研究において，本校国語科では，「比較」には「予想する，分析する，吟味する，価値付ける」

過程があると捉えた。
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　複数のものを「比較」させることのよさの一つに，「予想する」段階から「吟味する」段階に至るまでの間

に，「自己内対話」が必然的に誘発されるという点があげられる。なぜなら，自分で意志決定するために試行

錯誤を強いられるからである。しかし，自己内対話によって捉えた価値は，客観化されてはいるものの，ど

うしても主観が残ってしまうものである。そこで，他者との対話によって，客観化することが重要になって

くる。なぜなら，他者と「対話」することによって，「比較」したものが吟味されたり，価値付けられたりす

るためである。普段からこのように他者を意識した思考をさせることによって自己の考えを客観化させるこ

とは，創造的に思考する力や態度を養う上で重要であると考える。このように，「比較」と「対話」は相互補

完的な関係にあると考える。

　そこで，「比較」のそれぞれの過程における「対話」を明確化するとともに，その活性化や深化を図ること

によって生徒の創造的に思考する力や態度を育み，「ことばの力」を高めたいと考えた。 

4.2　「『対話』を活性化させる」「『対話』を深化させる」ために

　創造的に思考する力や態度を育成するためには，「対話」によってものの見方や考え方が広がるようにする

ことが大切であり，そのためには「『対話』の活性化」が必要であると考える。活性化の手立てとしては，常

に何のために「対話」をしているかを生徒に意識付けるとともに，どのような場面や状況を指導者側が設定

すればよいか考える必要がある。そこで，具体的に，「『対話』の目的や観点の明確化」，「『対話』のための状

況の設定の工夫」の２点に重点を置いて研究をすることにした。

　また，創造的に思考する力や態度を育成するためには，ものの見方や考え方が深まり，新たな考えを生み

出すようにすることが大切であり，そのためには「『対話』の深化」が必要であると考える。深化の手立てと

しては，「対話」の力や，「対話」がどのような段階を経て深まっていくのかという過程を明らかにし，その

指導の手立てを考える必要があると考える。そこで，「『対話』の力の明確化」，「『対話』の過程（段階）に応

じた指導の工夫」，「『対話』を深化させるための場の設定」「『対話』を深化するリーダーの育成」「『対話』を

深化させるための評価の工夫」の５点に重点をおいて研究することにした。

５　研究の内容

5.1　「対話」の活性化の工夫　　　　　　

　ア　対話の目的や観点の明確化

 　　( ｱ )　教材の工夫

　「対話」を活性化させるためには，まず，「『対話』を起こす」教材が肝要であると考える。解決すべき

課題に対して，表出された個人の価値観や考えがどれも容認される場合には「対話」は活性化されない。

そこで，複数のものを「比較」し，その中から１つのものを選ぶ，もしくはよりよいものを探すといっ

た活動に適した教材を開発，選定した。例えば，下の４首の短歌は，いずれも「川の美しさ」を表現し

ているという点では共通している。しかし，その美しさをどう表現しているかという点では，多様な観

点から分析することが可能であり，生徒の多様なものの見方・考え方・価値観を表出させることが可能

な教材である。このような教材を用いて，「川の美しさ」について話し合わせることによって，「必然的に『対

話』が起こる」授業ではなく，「意図的に『対話』を起こす」授業づくりを行った。
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Ａ　四万十に光の粒をまきながら川面をなでる風の手のひら　　　　　俵万智

Ｂ　やわらかな秋の陽ざしに奏でられ川は流れてゆくオルゴール　　　俵万智

Ｃ　月光に比すべき川の流るるや薩摩の国の川内郷に　　　　　　　　与謝野晶子

Ｄ　をしどりが桟敷をつくりみるといふ薩摩の国の青き川かな　　　　与謝野晶子

　　( ｲ )　「対話」のゴールの設定

　「対話」を行う際，「何のために対話を行っているのか」という明確なゴールがなければ，発散的思考

に終始してしまい，課題解決につながらなくなってしまう。目的とする明確なゴールがあるからこそ，

自分たちが行っている「対話」が課題解決につながっているかどうかを見直し，修正することができる。

　例えば，上記の短歌の場合は，自分が「語句や表現から見いだした川の美しさ」を他者が見出したも

のと「比較」し合い，「対話」によってよりよい考えにまとめていくという意識を明確にもたせることが

大切である。その際，生徒に「美しさが最もよく伝わってくるものを一つ選ぶ」という具体的なゴール

を提示し，そのゴールに向けて考えを収束させるための「対話」が行われるようにする。そうすること

によって互いが捉えた特徴やよさを「比較」しながら，ゴールに向けて取捨選択したり，統合したりし

なければならなくなり，「対話」を意図的に活性化させることができると考える。

　　( ｳ )　「対話」における根拠の明確化

 　「対話」が起こる際には，課題解決につながるための根拠が必要となってくる。根拠がなければ個人

やグループのものの見方や考え方はどこまでも広がってしまい，収束できないと考える。上記の短歌を

例にあげると，「『光の粒』がきらめく川面を表現しており，視覚的にイメージできるので，Ａの短歌か

ら最も美しさが伝わる」「『をしどりが桟敷を作ってまで見る』という比喩表現や強調表現が使われてい

るので，Ｄの短歌から最も美しさが伝わる」というように，短歌を選ぶ際の根拠が明確であればあるほど，

相手を納得させることができる。このように，ゴールに向けて収束させていくための「対話」を行わせ

る場合には，個またはグループの判断の根拠を明確にすることによって，「対話」を活性化させることが

できると考える。

　イ　「対話」のための状況の設定の工夫　　　　　　

　　( ｱ )　「対話」の方法の明確化

　「対話」を活性化させるためには，「対話」の状況の設定の工夫が必要であると考える。

　そこで，その工夫の一つとして，「対話」の方法を生徒に着実に身に付けさせたいと考え，多田孝志

氏の考え（「対話力を育てる」，2006）を基に，対話の方法を以下のように捉え，重点的に指導するこ

ととした。

①　全員がテーマについて自分なりの意見をもち，意見を発表すること。　

②　自分の意見をただ主張するだけではなく，相手の意見をしっかりと聞き，主張を理解した上で

対話すること。

③　相手の意見でわからないところがあれば，詳しく質問し，理解できるまで詳しく説明してもら

うこと。

④　意見を出し合うだけでなく，必ずまとめを行うこと。
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　　( ｲ )　「対話」せざるを得ない状況の設定（選択する・決定する）

　「対話」を活性化させるために，「対話」せざるを得ない状況を設定する工夫を行った。具体的には

「〜を選ぼう」もしくは「〜を決めよう」，「よりよい〜は何か」など，複数のものを「比較」した上で，

グループもしくは全体で選択させたり決定させたりする状況を設定した。選択・決定という状況では，

考えや意見をまとめるために「対話」せざるを得ない。

　このような状況になるように，授業構成を工夫することによって「対話」は活性化すると考える。

以下は，活性化するための手立てを具体化し，１年生を対象に行った「私たちが選ぶ一枚」という「対

話」を学習活動の中心に据えた特設単元の授業例である。

課　　題：　美術館に飾る写真を選ぼう

教　　材：　本校３年生が美術の授業で制作した「背景のある塑像の写真」４枚

根　　拠：　「美術館の館長の願い」，「作品についての説明」

授業内容：　写真４枚を美術館に飾るために選定するという活動。自分の一押しの写真を決めたあとに，

　　　　　「対話」を行いながらグループの一押し，学級の一押しを決める授業。

　本授業では，本校３年生が美術の授業で制作した「背景のある塑像の写真」４枚を教材として用いた。

この教材は，多様な観点からその特徴やよさを分析することが可能であり，生徒の多様なものの見方・

考え方・価値観を表出させることが可能な教材である。また，「美術館に飾る絵を選ぼう」という，「選ぶ」

ことによって意図的に「対話」を起こす課題を設定した。生徒は，どのような写真がこの美術館には

ふさわしいのかについて，対象となる写真の特徴やよさを，「美術館の館長の願い」や「作品につい

ての説明」を根拠にして，「自己内対話」や「他者との対話」を繰り返して，写真を選んでいた。また，

美術館に飾るのに最もふさわしい写真を選ぶために「対話」を行うという明確な目的があるため，活

発な意見が交わされていた。さらに，その意見交換の際には，「美術館の館長の願い」が根拠となり，「館

長はこのような思いで写真を選びたいと思っているので，こっちの絵のほうがよりふさわしい。」「い

や，その思いはこっちの写真のほうがよく伝わってくる。」というように「対話」が活性化していった。

加えて，学習形態が個からグループ，グループから全体へと広がるにつれて，より多様な意見が出さ

れるようになり，生徒の思考も，より広がっている様子が伺えた。

5.2.　「対話」の深化の工夫　　　　　　　

　　ア　「対話」の力の明確化　　　

　「対話」の深化を図るためには，「対話」の力がどのようなものであるかを明確にすることが必要であ

ると考え，長谷浩也氏の考え（「対話が子どもの学びを変える指導のアイディア＆授業プラン」，2013）

を参考にして「対話」の力を以下の４つの力に分けて捉えた。
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　このように「対話」の力を明確化するとともに，１単位時間の授業の終わりに，これらの力が身につ

いたかどうかを，ワークシートを用いて振り返らせることによって，その力を生徒自身に自覚させて，「対

話」の深化を図った。

　　イ　「対話」の過程（段階）に応じた指導の工夫　　　

　　　　「対話」の深化を図るために，「対話」の過程についても考えることとした。

　　　これについては，多田孝志氏の考え（「共に作る対話力」，2009）を参考に，以下のように捉えた。

　まず，「関心をもつ」過程であるが，ここでは，「対話」する課題に対して，解決したい，もしくは解

決すべき課題であると認識させて関心をもたせる。次に，「自分の考えをつくる」過程で，「他者と対話」

する課題に対して，「自己内対話」を繰り返しながら，さまざまな角度から思考し，自分の考えをしっか

りともたせる。さらに，「互いの考えを確かめる」過程で，他者の考えを受け入れるとともに自分の考え

を伝える。最後に，「考えを練り上げる」過程で，自分の考えや他者の考えで補うべきところはどこか，

余計なところはないかを考えさせながら「対話」を進めたり，「対話」によって互いの考えを組み合わせ

たりすることによって，更に新たな考えを作らせる。このような創造的に思考する活動を繰り返すこと

によって，創造的に思考する力や態度が高まり，「ことばの力」も高まると考えた。

　　ウ　「対話」を深化させるための場の設定

　　　( ｱ )　少人数から大人数の「対話」へ

　　　　　　「対話」を深化させるために「対話」が行われる場である学習形態に着目した。

　具体的には，右図にあるように，まず個人で，

自分の考えを明確にもたせる。次に それをグ

ループで話し合わせる。その際， 個の考えを強

化させ，自信をもたせたい場合には，同じ考え

をもつ者同士でグループを組織させる。個の考

えを広げたり深めたりさせたい場合には，異な

る考えをもつ者同士でグループを組織させる。

このように，目的によってグループの編成を工

夫することによって，「対話」が深化するようにした。さらに，グループ同士の考えや意見を全体

でよりよいものへと練り上げることによって，考えや意見をまとめさせ，創造的に思考する力や態

度が養われるようにした。

　

 

思
考
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　　( ｲ )　役割と責任を明確にした対話のさせ方の工夫　

　「役割と責任を明確にした対話」については，本校国語科が平成 18 年度に研究を深めた「対話」と「吟

味」を重視したグループ学習を再度見直し，授業の内容に応じて適宜取り入れて指導した。生徒一

人一人に役割（出番）を与え責任感をもたせるグループ学習を行うことは，以下のような意義があ

るからである。

①　自分のグループで話し合った内容を，他のグループに赴き説明させる活動を体験させる

ことによって，明確に，かつ確実に伝えるための手段・方法を身に付けさせることができる。

②　多様な読みや考えに触れさせる活動を通して，自己の見方や考え方を広げたり，深めた

りさせることができる。

③　他者の意見を聞き，それに対する反論や疑問点を述べさせる活動を意図的に組むことに

よって，話の意図や内容を吟味しながら聞き取る力，批判的思考力を養うことができる。

　この学習形態の利点は，どの生徒も自分のグループでの話し合いの結果を他のグループに赴き説

明しなければならないという責任から，自分のグループでの話し合いに積極的に取り組むようにな

ることである。また，他のグループの説明に対しても，自分が同様の活動を経験していることから，

自ずと真剣に耳を傾ける姿勢が培われるようになる。

　創造的に思考する力や態度を育成する上で効果的である派遣型グループ学習の一例を以下に紹介

したい。学年の発達段階を考慮し，１グループ４人の 10 グループで構成し，派遣者を中心に「対話」

を進めることにする。

○　流れの例　※⑶，⑷で派遣型グループ学習を取り入れる。

⑴　自己追究後，グループで意見交換を行う。　･･･　自己追究（第一次追究）

⑵　グループとしての考え（答え）をまとめる。･･･　グループ追究（第二次追究）

⑶　他のグループと意見交換（討議）を行う。　･･･　相互練り上げⅠ（第一次練り上げ）

⑷　グループの考え（答え）を再度練り直す。　･･･　相互練り上げⅡ（第二次練り上げ）

⑸　全体で意見を交換し合う。　　　　　　　　･･･　相互練り上げⅢ（第三次練り上げ）

⑹　個人で課題解決を図る。　　　　　　　　　･･･　課題解決（まとめ）

○　派遣型グループ学習の実際例

( ｱ )　派遣者は，指名を受けた二つのグループ（Ａ，Ｂの○ａ〜○ｈ

の８名）が担当する。

( ｲ )　派遣者となるグループは，教材と生徒の 実態に応じて，事

前に予告したり，グループ追究の状況を判断したりして選ぶ。

（グループＡ，Ｂ）

( ｳ )　派遣者に選ばれた８名（○ａ〜○ｈ）は，グループで話し合あっ

た内容を基に，それぞれ決められた残りの８グループ（Ｃ〜

Ｊ）で説明を行う。

( ｴ )　派遣者は自分たちの考えを２分以内で説明する。その間，

　　他の４名（例えば，Ｃの○ｉ）は無言で聴き，説明終了後に一

人一問ずつ相手の説明に対する反論や疑問点を述べる。

( ｵ )　その後，それぞれの考えに対する意見交換や討議を派遣者の進行のもとに行う。

( ｶ )　討議終了後，派遣者（○ａ〜○ｈ）は，それぞれ自分のグループＡ，Ｂに戻り，討議の内容を

伝えるとともに，自分たちの考えを練り直す。

( ｷ )　他のグループ（Ｃ〜Ｊ）は，派遣者（○ａ〜○ｈ）の考えと自分たちの考えを比較しながら，

練り直す。

( ｸ )　グループ内での練り合い終了後，各グループから意見を出し合い，全体で練り合う。
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　　　エ　「対話」を深化するリーダーの育成

　「対話」を深化するために，進行するリーダーに，「対話」を俯瞰させ，ゴールに向かって「対

話」が深まっているかどうかを見直して，修正させるようにした。その視点として，以下の

４項目を設定した。

①　グループ内の全員が自分の考えを気兼ねなく主張できる雰囲気づくりができているか。

②　考えや意見が対立した場合には，お互いのよさを認め合いながら目指すゴールに向かっ

て話を進めさせる助言をすることができているか。

③　考えや意見が同じものになった場合には，新たな視点や逆の考え方を提示し，より「対話」

が深まるように助言をすることができているか。

④　一人一人の考えや意見を尊重し，常に一つの考えや意見に決めさせるのではなく，考え

や意見を再構成するなどして，さらによりよい考えや意見になるように練り上げることが

できているか。

　国語科では，すべての生徒が司会をできるようになることを目指しており，グループ活動

においても司会を輪番制にするなどの指導を行っている。このリーダーズチェックは，司会

をした生徒自身が授業後に振り返ったり，同じグループのメンバーから評価してもらったり

するためのチェックリストとし，その活用を図った。

　　　オ　「対話」を深化させるための評価の工夫

　国語科では，生徒の学習意欲を高め，主体的に学習に取り組ませるとともに，「ことばの力」

を高めさせるためには指導と評価の一体化が不可欠であると考えている。

　「対話」は常に一過性のものであり，流動的である。そのため学習過程の展開段階におけ

る自己評価や相互評価は行いづらい。そこで，授業を通して自他がどのように変容したかを

より具体的に捉えさせ，自己評価や相互評価を行いやすくするために授業の始まりに自分の

考えを文章として書かせる場と，授業の終わりにその考えがどのように変わったかを振り返

らせる場を設定することにした。具体的には，授業の導入時において学習課題を提示した後，

その学習課題に対する自分なりの考えとその根拠をワークシートに記入させた。そして，そ

の考えが「対話」を通してどう変わったのかを，授業の終末段階に記入させた。このような

活動を通して，生徒自身が自他の変容を振り返って自己評価や相互評価を行い，認識しづら

い「対話」の力の向上を実感できるようにした。

　また，生徒が「対話」を行っている際には，期間指導を行い，指導者があらかじめ予想した「対

話」の方向性にそって，生徒が建設的な意見を出し，話を進めているかどうかについて，観

察による評価を行った。さらに，「対話」が滞ったり，意見がまとまらなかったりする場合には，

同じ考えをもつグループと違う考えをもつグループを組み合わせることによって，新たな「対

話」を行わせるなど，状況に応じた手立てを行うようにし，評価（CHECK）と改善（ACTION）

によって更に「対話」が深化するように努めた。

　さらに，授業の終末段階においては，前述した「受け止める力」「詳しく質問する力」「詳

しく答える力」「話を進める力」という４つの「対話」の力が身についたかどうかを振り返

らせて，その自覚化を促した。このように，生徒自身が「対話」の力が身についたことを自
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覚することは，以下にあげるような，創造的に思考する態度の育成にもつながると考える。

・　相手の考えを受け止めようとする態度。

・　話題を理解して話を広げたり深めたりするために詳しく質問しようとする態度。

・　質問されたことに対して相手にわかるように詳しく答えようとする態度。

・　 『対話』をしている自分たちを客観視して建設的な意見を出し，『対話』をよりよい方

向に進めようとする態度。

　このように，指導と評価によって「対話」の力や「対話」する際に必要な態度を実感させ

ることは，一単位時間もしくは単元全体を通して「対話」を深化させることにつながる。国

語科では，このような活動を繰り返すことによって，豊かな言語生活を自ら創造する生徒の

育成につなげたいと考える。

６　成果と課題

　本研究は，新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤となる「知識基盤社会」　において，

よりよい未来づくりを目指して「社会を生き抜く力」や「未来への飛躍を実現できる力」　を生徒に身に付けさ

せるために，「自立・協働・創造」を学習活動に取り入れた授業を行いたいと考えて取り組んできたものである。

　国語科においては，創造的に思考する活動を単元や一単位時間の中に位置付けることによって一人一人の「こ

とばの力」を高め，豊かな言語生活を自ら創造する生徒を育成したいと考え，本年度は「対話」に焦点をあて

て研究に取り組んできた。その結果として以下に示すような成果を得ることができ，本研究の意義を確認する

ことができた。その一方で，解決すべき課題も残されており，今後さらに，教材や指導法の研究に努め，その

成果を明らかにしていきたい。

＜成果＞

○　「対話」を活性化させる手立てとして，教材を開発したり，個人やグループで「対話」を行う際に根拠を明

確にするように促したりすることによって，多くの生徒がこれまで以上に意欲的に「対話」を行うようになっ

た。

○　「対話」の力を明確化し，「対話」を深化させるための場を設定したことによって，グループや全体での「対

話」に深まりが生まれ，一人ではなかなか到達しづらい新しい考えやよりよい考えが生まれ，創造的に思考

する力の高まりをみることができた。

＜課題＞

○　研究を深めた「比較」と「対話」は，相互補完的な関係にあり，これらをうまく組み合わせてどちらのよ

さも生かすことが，創造的に思考する力や態度の育成につながることが明確になった。今後はそのような条

件を満たす教材を開発したり，　発問の研究を行ったりすることによって，更にその力や態度が高まるように

工夫していく必要がある。

○　「対話」の評価に関しては，自己評価や相互評価を行っても主観的な部分がどうしても大きくなってしまう。

ＩＣＴ機器等も活用して自己や全体での「対話」を振り返らせるなど，客観的な視点から自己の対話を振り

返らせて，更にその力や態度が高まるような評価をさせて指導に生かしていく必要がある。
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